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皆
様
に
は
、
２
０
２
６
年
の
新
年
を
健
や
か
に
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と

を
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
暑
い
夏

を
過
ぎ
、
短
い
秋
か
ら
一
気
に
冬
の
様
相
へ
と
移
り
変
わ
る
な
ど
、
季
節

の
変
化
を
強
く
感
じ
る
一
年
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、Ｍ
Ｌ
Ｂ
で
は
日
本

人
選
手
の
活
躍
が
多
く
の
人
々
の
心
を
躍
ら
せ
ま
し
た
。
恒
例
の
「
今
年

の
漢
字
」
は
「
熊
」
と
発
表
さ
れ
、
全
国
各
地
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
熊
被

害
の
軽
減
に
も
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

12
月
17
日
に
は
、
総
合
経
済
対
策
と
し
て
18
兆
３
千
億
円
規
模
の
補
正

予
算
が
可
決
さ
れ
、
臨
時
国
会
も
閉
幕
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
施
策
が
速

や
か
に
市
民
生
活
並
び
に
本
市
事
業
に
効
果
と
し
て
表
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
は
午
年
で
あ
り
、
力
強
く
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
年
、

物
事
が
順
調
に
進
み
好
運
が
訪
れ
る
年
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、60
年

に
一
度
の
丙
午
の
年
で
も
あ
り
、
力
強
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
道
を
切
り
開
く

縁
起
の
良
い
年
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
会
員
一
同
、
本
年
も
全

力
で
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
支
援
員
の

 

給
与
増
額  

来
年
度
よ
り

要望
実現へ！

　

11
月
28
日
か
ら
12
月
15

日
ま
で
18
日
間
の
会
期
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
専
決

処
分
の
報
告
、一
般
会
計
、

特
別
会
計
補
正
予
算
議
案

な
ど
が
上
程
さ
れ
、付
託
さ

れ
た
38
番
地
議
案
に
つ
い

て
は
各
常
任
委
員
会
並
び

に
特
別
委
員
会
に
お
い
て

審
査
さ
れ
ま
し
た
。
公
の

施
設（
斎
場
・
福
祉
作
業
所
・

長
寿
セ
ン
タ
ー
等
）
の
指
定

管
理
者
の
指
定
、一
般
会
計

補
正
予
算
で
は
人
事
院
勧

告
に
よ
る
人
件
費
補
正
追

加
議
案
を
含
め
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
30
億
９
３
４
４

万
円
を
追
加
し
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
１
７
１
５

億
４
７
７
０
万
円
と
す
る

こ
と
な
ど
全
議
案
が
全
会

一
致
で
可
決
さ
れ
閉
会
と

な
り
ま
し
た
。
尚
、令
和
８

年
市
議
会
定
例
会
は
２
月

20
日
に
開
会
し
３
月
18
日

ま
で
の
27
日
間
の
会
期
で

開
催
さ
れ
富
岡
市
長
よ
り

施
政
方
針
が
示
さ
れ
令
和

８
年
度
の
施
策
な
ら
び
に

予
算
に
つ
い
て
審
議
さ
れ

ま
す
。

　

常
勤
職
員
・
非
常
勤
職
員

を
対
象
に
給
与
の
増
額
改
定

等
を
実
施
し
た
ク
ラ
ブ
に
対

し
て
、常
勤
職
員
は【
年
額
12

万
円
の
引
き
上
げ
】、非
常
勤

職
員
は
【
年
額
３
万
円
の
引

き
上
げ
】と
す
る
予
定
で
す
。

　

こ
れ
ら
関
係
予
算
は
令

和
８
年
度
当
初
予
算
案
に

計
上
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、

新
風
会
と
し
て
も
可
決
に

向
け
て
本
市
の
取
り
組
み

を
後
押
し
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

新
風
会
よ
り
令
和
８
年

度
予
算
の
要
望
と
し
て
い

た
「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

総
合
的
支
援
拡
充
と
支
援

員
の
処
遇
改
善
」
に
つ
い
て
、

８
年
度
か
ら
新
た
な
補
助

制
度
を
新
設
す
る
方
針
を

市
が
示
し
ま
し
た
。
市
と

し
て
は
、放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
に
お
け
る
「
支
援
員
の
確

保
」
に
つ
い
て
、そ
の
対
応

を
検
討
し
て
き
た
と
し
て
、

以
下
の
給
与
改
善
を
行
う

と
説
明
し
て
い
ま
す
。

本
市
の
治
水
機
能
増
強
に
む
け
て

新
風
会
提
案
の
意
見
書（
案
）が
可
決

 

国
土
交
通
大
臣
に
提
出
へ

用
語
解
説
「
意
見
書
」

　

新
風
会
で
は
12
月
の
定
例
会
に
、「
気
候
変
動
の
影
響

を
踏
ま
え
た
治
水
機
能
増
強
の
た
め
の
迅
速
な
調
査
を

求
め
る
意
見
書
」を
提
出
し
、審
議
の
結
果
、本
会
議
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

根
岸
赴
夫
議
長
名
で
、国
土
交
通
大
臣
お
よ
び
、国
土

交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
長
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
方
自
治
法
99
条
で
「
普
通

地
方
公
共
団
体
の
議
会
は
、
当

該
普
通
地
方
公
共
団
体
の
公
益

に
関
す
る
事
件
に
つ
き
意
見
書

を
国
会
又
は
関
係
行
政
庁
に
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

住
民
の
意
見
や
要
望
を
反
映
さ

せ
る
た
め
の
重
要
な
手
段
で
あ

り
、
議
会
の
議
決
を
経
て
提
出

さ
れ
ま
す
。｠

こ
れ
に
よ
り
、
地

方
議
会
は
自
ら
の
意
思
を
国
の

政
策
や
関
係
機
関
に
直
接
伝
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

地
方
議
会
は
法
人
格
を
持
た

な
い
た
め
、
請
願
や
陳
情
を
提

出
す
る
権
限
が
な
い
一
方
で
、

こ
の
意
見
書
の
提
出
権
が
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
議
員
が
発
案

し
、
本
会
議
で
の
議
決
を
経
て
、

議
長
名
で
国
会
ま
た
は
関
係
行

政
庁
な
ど
に
提
出
さ
れ
ま
す
。

気候変動の影響を踏まえた治水機能増強のための
迅速な調査を求める意見書

　近年の気候変動により、台風の大型化や線状降水帯などによる集中豪雨で、全国各地で激甚な水害
が頻発している。このような気象災害のリスク増大に備えるため、市民の生命と財産を守る治水対策は
重要性を増しており、喫緊の課題となっている。
　令和元年東日本台風接近の際、烏川では氾濫危険水位を超える出水となり、本市にも初めて大雨特
別警報が発表されるなど、記録的な大雨により、市内で63か所の避難所に3,300人を超える市民が避
難したほか、道路の冠水や住宅の浸水被害、橋梁の流出や河川護岸の崩落など多数の被害が発生した。
　国土交通省関東地方整備局においては、気候変動の影響を考慮し、令和6年7月に変更した利根川
水系河川整備基本方針を踏まえ、当面の河川整備の内容を定めた利根川水系利根川・江戸川河川整備
計画を令和7年3月に変更し、この中で利根川上流部における洪水調節機能のさらなる強化のため、「治
水機能増強検討調査」の実施が盛り込まれた。
　これを受け、今年度から開始された調査では、事前放流のさらなる活用や放流操作の最適化、治水・
利水の容量の見直しなど、既存ストックを最大限に活用した洪水調節の検討を実施するとともに、検討
の結果、ダムの改造・新設による洪水調節が必要となる場合には、過去に中止となったダム等について
も選択肢から排除せず検討を進めることとされている。
　本市には、過去に建設事業が中止となった倉渕ダムがあり、既に用地買収、付替道路工事等が完了し、
早期に安価で整備が可能であるこのダムを選択肢として調査を進めることで、流域の治水安全度の向
上が期待され、地域の活性化にも資することが可能であると考えている。こうしたことから、倉渕ダム
の事業再開を治水機能増強検討調査に盛り込み、調査を迅速に進めることが重要であると考える。
　よって、国においては、下記の措置を講ずるよう強く要望する。

1 早急にかつ、安価に治水安全度の向上が期待できる建設事業が中止となった
倉渕ダムについて、検討対象とすること

2 本市を含む烏川下流域の治水安全度の向上にも役立つ調査とすること

3 農業用水の取水など、水利用に配慮すること

4 再生可能エネルギーの有効活用により地域の活性化に資すること

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

国土交通大臣
国土交通省関東地方整備局長

あて

令和7年　12月　15日

記

高崎市議会議長　根岸 赴夫



会
派
視
察
三
重
県 

ア
ク
ア
イ
グ
ニ
ス

全
国
市
議
会
議
長
会
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム

高
崎
市
児
童
相
談
所
の
開
所
に
つ
い
て

新
労
使
会
館
オ
ー
プ
ン

流
域
治
水
に
つ
い
て
の
研
修 

〜
北
海
道
開
発
局
〜

　

第
20
回
全
国
市
議
会
議
長
会
研
究

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
札
幌
文
化
芸
術
劇
場
ｈ
ｉ

ｔ
ａ
ｒ
ｕ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
基
調
講
演

は
元
衆
議
院
議
長
の
伊
吹
文
明
氏
に
よ
る

「
主
権
を
預
か
る
誇
り
と
責
任
」で
し
た
。

第
二
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

「
多
様
な
人
材
の
参
画
促
進
の
観
点
か
ら

地
方
議
員
の
な
り
手
不
足
問
題
を
考
え

る
」と
題
し
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
辻

陽
氏
（
近
畿
大
学
法
学
部
教
授
）、パ
ネ
リ

ス
ト
と
し
て
牧
原
出
氏
（
東
京
大
学
教

授
）、白
石
洋
一
氏（
読
売
新
聞
東
京
本
社

政
治
部
次
長
）、山
下
節
子
氏（
山
口
県
宇

部
市
議
会
議
長
）、長
内
直
也
氏
（
北
海

道
札
幌
市
議
会
）
が
登
壇
し
ま
し
た
。
議

員
の
な
り
手
不
足
問
題
に
お
い
て
は
、地

方
議
会
や
議
員
に
対
す
る
無
関
心
、も
し

く
は
不
信
感
が
広
が
る
中
、地
方
議
員
選

挙
に
お
け
る
投
票
率
が
低
下
し
て
い
る
状

況
に
あ
り
ま
す
。
こ
こ
数
回
の
統
一
地
方

選
挙
で
は
、無
投
票
当
選
者
や
定
員
割
れ

が
顕
著
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た

中
で
、議
員
の
多
様
性
や
住
民
代
表
制
の

確
保
（
若
者
や
女
性
、会
社
員
な
ど
が
立

候
補
し
や
す
い
環
境
の
整
備
）、議
員
定

数
・
議
員
報
酬
の
あ
り
方
に
つ
い
て
議
論
さ

れ
ま
し
た
。

　

高
崎
玉
村
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
周
辺
に
は
パ
ー

ク
型
商
業
施
設
「
Ｂ
Ｅ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
Ｒ 

Ｄ
Ａ
Ｙ

Ｓ
」
が
整
備
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

㈱
Ｂ
Ｅ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
Ｒ 

Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ
の
新
た
な

構
成
企
業
と
な
っ
た
㈱
ア
ク
ア
イ
グ
ニ
ス
が

手
が
け
る
施
設
に
つ
い
て
は
、当
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
お
け
る
施
設
づ
く
り
や
世
界
観
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、今
後
の
整
備
の
参
考
と
す
る

た
め
現
地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
同
施
設

は
、温
浴
施
設
、宿
泊
施
設
、飲
食
店
、

シ
ョッ
プ
な
ど
を
備
え
、食
と
健
康
を
テ
ー

マ
に
、自
然
に
囲
ま
れ
た
癒
し
の
空
間
を

提
供
し
て
い
ま
す
。
地
元
産
の
食
材
も

扱
っ
て
お
り
、地
域
の
魅
力
発
信
の
拠
点
に

な
っ
て
い
る
こ
と
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
後
、本
市
に
お
い
て
開
発
が
予
定

さ
れ
て
い
る
Ｂ
Ｅ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
Ｒ 

Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ
も

当
施
設
を
モ
デ
ル
と
し
て
い
る
と
伺
っ
て
お

り
、本
市
の
東
部
に
位
置
す
る「
車
の
玄
関

口
」と
し
て
、新
た
な
集
客
拠
点
の
整
備
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
本
市
も
当
事
業
に
対

し
て
支
援
を
表
明
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、会

派
と
し
て
も
先
進
事
例
の
研
究
を
進
め
る

と
と
も
に
、今
後
の
整
備
の
動
向
を
注
視

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
４
月
か
ら
建
て
替
え
の
た

め
休
館
し
て
い
た
労
使
会
館
が
、11
月

２
日
に
開
館
記
念
式
典
を
無
事
に
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
旧
施
設
の

　

昨
年
10
月
１
日
、高
崎
問
屋
町
駅

前
に
高
崎
市
児
童
相
談
所
が
開
所
し

ま
し
た
。

　

市
単
独
で
児
童
相
談
所
を
設
置
で

き
る
中
核
市
は
全
国
で
62
市
あ
り
ま

す
が
、実
際
に
設
置
し
て
い
る
の
は
わ

ず
か
５
市
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、高
崎

市
は
６
市
目
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は

北
関
東
で
は
初
め
て
の
設
置
で
す
。

　

北
海
道
開
発
局
に
お
い
て
は
、昨
今

気
候
変
動
な
ど
に
よ
り
激
甚
化
す
る
水

害
対
策
が
北
海
道
で
は
ど
の
よ
う
に
な

さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
「
北
海
道
の
河

川
整
備
と
流
域
治
水
に
つ
い
て
」と
題
し

河
川
計
画
調
査
官
の
石
郷
岡
様
よ
り

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

北
海
道
は
全
国
の
他
の
地
域
と
比
較

し
気
候
変
動
の
影
響
が
大
き
く
、さ
ら

な
る
水
災
害
の
激
甚
化
・
頻
発
化
が
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
。
令
和
６
年
３
月
に

閣
議
決
定
さ
れ
た
「
第
９
期
北
海
道
総

合
開
発
計
画
」
に
お
い
て
、他
で
代
替
で

き
な
い
北
海
道
の
価
値
の
最
大
化
と
、

北
海
道
の
価
値
を
生
み
出
す
「
生
産
空

間
」の
定
住
環
境
の
維
持
に
向
け
た
取

り
組
み
を
行
い
、安
心
安
全
に
住
み
続

け
ら
れ
る
強
靭
な
国
土
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

流
域
治
水
の
取
り
組
み
と
し
て「
ダ
ム

再
生
事
業（
雨
竜
川
ダ
ム
再
生
）」「
流
域

流
木
対
策
（
森
林
整
備
の
連
携
）」「
水

田
貯
留（
田
ん
ぼ
ダ
ム
）」「
学
校
・
公
園
の

雨
水
貯
留
浸
透
施
設
」「
河
川
の
掘
削
」

な
ど
取
り
組
み
事
例
は
多
岐
に
わ
た
り

ま
す
。
本
市
に
お
い
て
も
現
在
行
っ
て
い

る
事
業
の
さ
ら
な
る
推
進
と
共
に
、今

回
紹
介
い
た
だ
い
た
事
例
を
参
考
に
流

域
治
水
に
つ
い
て
考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　みなさんが町を歩いていると、「後援会連絡所」
や「連絡所」といった立て看板を見かけることがあ
りますよね。実は、これらの看板、どこにでも自由
に立ててよいわけではありません。これは、選挙や
政治活動を公正に行うためのルール、「公職選挙
法」で厳しく決められているためです。まず大事な
のが「証票（しょうひょう）」というシール。この証票
は、選挙管理委員会が「この看板はルールを守っ
ていますよ」と認めた、公的な証明となるものです。
看板の表面に貼られていないと、それは違法な看
板になってしまいます。
　市長や市議会議員の場合、この証票を貼った
看板は、現職本人（または候補者）と後援団体を
合わせて最大12枚までしか設置できません。しかも、掲示できるのはあくまで「政
治活動のための事務所」だけ。田んぼや空き地、資材置き場などには立てること
ができないのです。サイズも縦150cm以内、横40cm以内という制限があります。
次に看板を見かけたら、ぜひ証票が貼られているか、注目してみてください。

老
朽
化
に
よ
り
建
て
替
え
と
な
り
、体

育
館
を
は
じ
め
各
種
会
議
室
や
カ
フ
ェ

も
併
設
し
、多
く
の
市
民
が
集
え
る
施

設
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
内
事
業
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に

利
用
い
た
だ
き
、高
崎
駅
東
エ
リ
ア
の
新

た
な
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
、市
民
の
皆

様
に
親
し
ま
れ
る
施
設
と
な
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、施
設
の
予
約
方

法
に
つ
い
て
は
、指
定
管
理
者
で
あ
る

一
般
社
団
法
人
高
崎
地
域
勤
労
者
ス

ポ
ー
ツ
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

高
崎
市
児
童
相
談
所
は
、駅
前
と

い
う
立
地
に
調
和
し
た
落
ち
着
き
の

あ
る
建
物
で
、子
ど
も
た
ち
が
描
い
た

壁
画
が
来
所
者
を
温
か
く
迎
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、親
し
み
や
す
さ
を
大

切
に
し
、愛
称
を「
ぱ
す
て
る
」と
定
め

ま
し
た
。
児
童
相
談
所
に
愛
称
を
付

け
る
こ
と
は
、特
別
委
員
会
に
お
い
て

新
風
会
か
ら
提
案
し
た
も
の
で
す
。

　

市
独
自
の
児
童
相
談
所
を
設
置
し

た
こ
と
で
、子
ど
も
を
取
り
巻
く
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
に
つ
い
て
、市
が
一
元
的

に
判
断
し
、よ
り
迅
速
に
対
応
で
き
る

体
制
が
整
い
ま
し
た
。
一
方
で
業
務

は
非
常
に
多
忙
で
、開
所
か
ら
約
１
カ

月
半
の
間
に
、児
童
虐
待
相
談
、養
護

相
談
、育
成
相
談
な
ど
の
相
談
件
数

は
７
０
０
件
を
超
え
、一
時
保
護
を

行
っ
た
子
ど
も
も
40
人
以
上
に
の
ぼ
っ

て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、警
察
や
学
校
を
は
じ
め
と

す
る
関
係
機
関
、地
域
社
会
と
の
連

携
を
さ
ら
に
強
化
し
、「
高
崎
の
子
ど

も
は
高
崎
で
守
る
」
と
い
う
理
念
の
も

と
、子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
と
安
心
を
守

り
続
け
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

■
住　
　

所
：
高
崎
市
東
町
80-

１

■
開
館
時
間
：
午
前
９
時
か
ら
午
後
９
時
30
分

■
ア
ク
セ
ス
：
Ｊ
Ｒ
高
崎
駅
東
口
よ
り
徒
歩
約
６
分

政治活動用の立札・看板と証票について第1回



高橋 淳

松本 賢一

青木 和也

大河原 吉明

長壁 真樹

樋口 哲郎

手
話
に
関
わ
る
施
策
の
推
進
に
つ

い
て

 
手
話
言
語
条
例
施
行
後
の
施

策
は
。

 

手
話
イ
ベ
ン
ト
を
毎
年
開
催
。

令
和
３
年
度
か
ら
障
害
者
支
援
Ｓ

Ｏ
Ｓ
セ
ン
タ
ー
に
手
話
通
訳
士
２

名
を
配
置
し
て
、手
話
通
訳
者
派

遣
事
業
を
運
営
。
同
年
高
崎
市
テ

レ
ビ
電
話
遠
隔
手
話
サ
ー
ビ
ス
を

開
始
。
災
害
時
に
意
思
疎
通
を
支

援
す
る
た
め
の
ボ
ー
ド
を
避
難
所

に
設
置
。
ま
た
、災
害
時
障
害
支

援
バ
ン
ダ
ナ
を
配
備
し
た
。

 

聴
覚
障
害
者
関
係
３
団
体
か

ら
の
手
話
リ
ン
ク
の
設
置
要
望

へ
の
対
応
は
。

 

手
話
リ
ン
ク
は
一
般
財
団
法

人
日
本
財
団
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ

ス
で
、利
用
者
が
自
身
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
等
で
自
治
体
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
設
置
し
た
ボ
タ
ン
を
押

す
だ
け
で
手
話
通
訳
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
を
介
し
て
自
治
体
の
窓
口
に

電
話
で
き
る
と
い
う
も
の
。
聴
覚

障
害
者
の
情
報
保
障
手
段
と
し
て

有
益
で
あ
る
。
導
入
に
向
け
検
討

す
る
。

 

９
月
23
日
の
手
話
言
語
の
国

際
デ
ー
に
合
わ
せ
た
啓
発
の
実

施
は
。

 

高
崎
ア
リ
ー
ナ
と
高
崎
白
衣
観

音
で
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
行
っ

た
。
今
後
も
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
場
所
の

拡
充
等
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

本
市
の
情
報
伝
達
手
段
に
つ
い
て

 

防
災
行
政
無
線
の
運
用
状

況
と
設
置
箇
所
数
お
よ
び
故

障
箇
所
数
は
。

 

箕
郷
、新
町
、榛
名
、吉
井
の

各
地
域
に
お
い
て
、合
併
前
に

整
備
し
た
無
線
で
、火
災
情
報

や
時
報
、有
害
鳥
獣
に
関
す
る

情
報
な
ど
に
活
用
し
て
い
る
。

設
置
箇
所
数
は
、箕
郷
地
域
が

17
カ
所
、新
町
地
域
が
25
カ
所
、

榛
名
地
域
が
96
カ
所
、吉
井
地

域
が
60
カ
所
で
あ
る
。
現
在
の

故
障
箇
所
数
は
、箕
郷
地
域
が

３
カ
所
、新
町
地
域
が
１
カ
所
、

榛
名
地
域
が
３
カ
所
、吉
井
地

域
が
12
カ
所
で
あ
る
。

 

防
災
行
政
無
線
の
使
用
に

係
る
今
後
の
見
通
し
は
。

 

防
災
行
政
無
線
は
、電
波
法

令
の
改
正
で
、使
用
で
き
る
期

間
が
、令
和
４
年
11
月
ま
で
と

さ
れ
た
。
し
か
し
、先
の
コ
ロ

ナ
禍
を
踏
ま
え
た
社
会
へ
の
影

響
等
か
ら
、令
和
３
年
８
月
に

経
過
措
置
と
し
て
、使
用
で
き

る
期
間
が
「
当
分
の
間
」
と
改
正

さ
れ
た
。
今
後
も
引
き
続
き
、

使
用
可
能
な
期
間
の
範
囲
内
で

運
用
。

 

毎
日
慣
れ
親
し
ん
だ
住
民

か
ら
す
れ
ば
生
活
の
一
部
で

あ
る
。
ま
ず
は
故
障
し
て
い

る
無
線
の
出
来
る
だ
け
早
い

修
繕
と
、
引
き
続
き
の
運
用
を

お
願
い
す
る
。

持
続
可
能
な
高
崎
市
の
ま
つ
り
に

つ
い
て

 

本
市
で
開
催
さ
れ
る
さ
ま
ざ

ま
な
「
ま
つ
り
」
に
つ
い
て
、
そ

の
果
た
す
べ
き
役
割
は
。

 

地
域
の
に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
、

観
光
振
興
や
中
心
市
街
地
の
活
性

化
を
通
じ
て
地
域
経
済
の
活
性
化

を
図
る
と
と
も
に
、市
内
外
の

人
々
の
交
流
の
機
会
を
提
供
し
、

伝
統
文
化
の
継
承
や
都
市
ブ
ラ
ン

ド
力
の
向
上
に
つ
な
げ
る
こ
と
も

重
要
な
役
割
と
考
え
る
。

 

高
崎
ま
つ
り
に
対
す
る
市
か
ら

の
補
助
金
額
は
。

 

令
和
６
年
度
の
当
初
予
算
額

は
５
，０
０
０
万
円
で
、決
算
で
は

１
，９
６
０
万
円
の
増
額
と
な
っ

た
。
こ
れ
は
熱
中
症
対
策
の
強
化

に
加
え
、物
価
や
人
件
費
の
高
騰

に
対
応
す
る
経
費
が
増
加
し
た
た

め
で
あ
り
、特
に
大
花
火
大
会
の

諸
経
費
高
騰
が
影
響
し
て
い
る
。

 
本
市
最
大
の
活
力
の
象
徴
で

あ
る
高
崎
ま
つ
り
を
今
後
も
確

実
に
実
施
す
る
た
め
、
補
助
金

の
増
額
を
要
望
す
る
。
ま
た
、

高
崎
市
の
さ
ま
ざ
ま
な
「
ま
つ

り
」
の
持
続
可
能
性
を
高
め
る

こ
と
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
維
持
や
多
世
代
交
流
の
促
進

に
つ
な
が
り
、
本
市
の
さ
ら
な

る
活
力
向
上
に
寄
与
す
る
。
今

後
も
現
場
の
声
を
踏
ま
え
、
財

政
、
人
材
面
で
の
支
援
強
化
を

求
め
る
。

本
市
に
お
け
る
有
害
鳥
獣
対
策

に
つ
い
て

 

本
市
に
お
い
て
熊
が
出
没

し
た
際
に
は
、
ど
の
よ
う
な
対

応
を
し
て
い
る
の
か
。

 

本
市
で
出
没
し
た
熊
は
、市

と
猟
友
会
で
組
織
す
る
鳥
獣
被

害
対
策
実
施
隊
で
対
応
を
し
て

い
る
。
目
撃
現
場
を
確
認
し
、

現
場
に
熊
の
姿
が
な
い
場
合
で

も
、目
撃
情
報
や
現
場
確
認
に

基
づ
き
、安
心
ほ
っ
と
メ
ー
ル

の
配
信
や
、ス
ピ
ー
カ
ー
車
、防

災
無
線
に
よ
り
市
民
へ
の
注
意

喚
起
を
行
う
と
と
も
に
、地
元

区
長
や
教
育
機
関
へ
連
絡
す
る
。

ま
た
、周
辺
の
被
害
状
況
や
痕

跡
に
応
じ
て
箱
わ
な
を
設
置
し

て
捕
獲
を
試
み
る
。
現
場
に
熊

が
い
る
場
合
に
は
、市
民
へ
の

注
意
喚
起
や
安
全
へ
の
配
慮
と

と
も
に
、音
を
鳴
ら
す
な
ど
し

て
追
い
払
い
を
試
み
る
が
、追

い
払
い
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、

周
囲
の
状
況
を
確
認
し
、猟
銃

や
麻
酔
銃
に
よ
る
捕
獲
を
検
討

す
る
。
こ
の
よ
う
に
、市
民
の

安
全
を
最
優
先
に
考
慮
し
、関

係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
対
応

し
て
い
る
。

 

今
後
、
本
市
に
お
い
て
も
熊

を
目
撃
す
る
こ
と
が
増
え
て

い
く
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら

れ
る
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
通
じ
て
、
本
市
の
有
害

鳥
獣
対
策
を
進
め
て
ほ
し
い
。

本
市
の
農
業
振
興
に
つ
い
て

 

荒
廃
農
地
面
積
と
解
消
に
向
け

て
の
取
り
組
み
状
況
は
。

 

再
生
さ
れ
た
農
地
が
増
え
る
一

方
、新
た
な
発
生
も
あ
り
、約
６
２
０

㏊
。
農
地
再
生
推
進
事
業
に
よ
り

過
去
４
年
間
で
54
㏊
、11
月
末
ま
で

で
11
㏊
を
再
生
し
て
い
る
。

 

農
業
者
の
確
保
、貸
借
の
マ
ッ
チ

ン
グ
な
ら
び
に
集
落
営
農
等
へ
の

機
械
更
新
の
支
援
は
。

 

か
が
や
け
新
規
就
農
者
応
援
給

付
金
等
に
よ
り
取
り
組
ん
で
い
る
。

地
域
計
画
に
よ
る
マ
ッ
チ
ン
グ
を
農
業

委
員
会
等
と
協
力
し
実
施
し
て
い
る
。

機
械
更
新
に
は
補
助
率
３
分
の
１
、上

限
２
０
０
万
円
ま
で
支
援
し
て
い
る
。

 

継
続
の
た
め
に
機
械
更
新
の
助

成
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
国
県
に
働

き
か
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

本
市
の
市
営
住
宅
に
つ
い
て

 

入
居
状
況
と
共
益
費
の
認
識
は
。

 

入
居
率
81
〜
82
％
で
推
移
、共
同

で
利
用
す
る
共
用
部
分
の
使
用
や
維

持
管
理
に
か
か
る
費
用
で
、団
地
に

よ
り
共
用
施
設
の
種
類
や
状
況
が
違

い
、共
益
費
の
負
担
も
さ
ま
ざ
ま
で

あ
る
。

 

共
益
費
に
つ
い
て
は
調
査
と
と

も
に
、入
居
率
の
低
い
団
地
で
は
共

益
費
が
増
加
し
て
い
る
た
め
、特
区

扱
い
と
し
て
入
居
要
件
の
緩
和
や

50
％
を
切
っ
た
場
合
に
は
何
ら
か
の

助
成
を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

本
市
に
お
け
る
農
業
振
興
に
つ
い
て

 

地
域
計
画
の
目
的
と
本
市
に

お
け
る
策
定
状
況
は
。

 

地
域
計
画
は
、農
業
者
に
加
え

農
業
委
員
会
や
Ｊ
Ａ
等
の
関
係
者

が
協
議
し
、地
域
農
業
の
将
来
像

や
農
地
利
用
を
明
確
に
し
た
も
の

で
あ
る
。
本
市
で
は
法
改
正
に
基

づ
き
、29
の
人
・
農
地
プ
ラ
ン
を
基

に
13
の
地
域
計
画
を
策
定
し
、年

２
回
の
協
議
に
よ
り
継
続
的
な
見

直
し
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

 

地
域
計
画
に
地
域
内
の
農
業

を
担
う
者
と
し
て
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
農
業
者
は
、
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
構
成
か
。

 

地
域
計
画
で
は
、地
域
農
業
の

担
い
手
を
認
定
農
業
者
、認
定
新

規
就
農
者
、水
準
到
達
者
、そ
の

他
農
業
者
の
４
区
分
と
し
て
い

る
。
本
市
の
担
い
手
は
５
１
９
経

営
体
で
、そ
の
う
ち
認
定
農
業
者

２
５
７
経
営
体
、認
定
新
規
就
農

者
41
経
営
体
、水
準
到
達
者
25
経

営
体
と
、全
体
の
約
62
％
を
占
め

て
い
る
。
将
来
の
利
用
が
想
定
さ

れ
る
農
用
地
約
１
０
７
４
㏊
の
う

ち
約
８
８
０
㏊
、約
82
％
は
こ
れ

ら
主
要
な
担
い
手
が
利
用
す
る
計

画
と
な
っ
て
い
る
。

 

今
ま
で
築
き
上
げ
て
き
た
高

崎
の
農
業
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

地
域
計
画
の
不
断
の
見
直
し
と

実
効
性
の
確
保
等
、
本
市
の
積

極
的
な
農
業
振
興
施
策
を
期
待

し
て
い
る
。

一般質問 ※以下、質問順で掲載しております。こちらに掲載している内容は、質問と答弁の
一部です。全文および録画配信が高崎市議会ホームページにて随時アップされ
ますので、そちらも是非ご覧くださいませ。



会  長

柴田 和正
しばた   かずまさ
高崎市金井淵町259
☎027-343-7161

副会長

柄沢 高男
からさわ   たかお
高崎市上里見町197
☎027-374-4304

副会長

渡辺 幹治
わたなべ   かんじ
高崎市倉賀野町1684
☎027-346-6133

幹事長

松本 賢一
まつもと   けんいち
高崎市新町1652-5
☎090-6033-8421

副幹事長

白石 隆夫
しらいし   たかお
高崎市石原町4049
☎090-3234-0748

政調会長

樋口 哲郎
ひぐち   てつろう
高崎市吉井町馬庭827-1
☎090-3245-0195

議会対策委員長

大竹 隆一
おおたけ   りゅういち
高崎市吉井町片山895-2
☎027-387-4390

広  報

長壁 真樹
おさかべ   しんじ
高崎市中室田町甲525
☎027-374-3384

会  計

高橋 淳
たかはし   じゅん
高崎市山名町492-1
☎090-9019-7800

会計監査

青柳 隆
あおやぎ   たかし
高崎市箕郷町下芝594-1
☎027-371-2870

顧  問

丸山 和久
まるやま   かずひさ
高崎市江木町1111-1
☎027-323-8855

顧  問

石川 徹
いしかわ   とおる
高崎市箕郷町東明屋106-1
☎027-371-3344

後閑 賢二
ごかん   けんじ
高崎市塚田町222-2
☎027-373-2214

高崎市議会議長

根岸 赴夫
ねぎし   ゆきお
高崎市上中居町407-5
☎027-326-0635

時田 裕之
ときた   ひろゆき
高崎市浜川町
☎090-4948-4450

大河原 吉明
おおかわら   よしあき
高崎市京目町1634-6
☎090-9385-8680

青木 和也
あおき   かずや
高崎市福島町740-7
☎090-5442-8248

渡辺 隆宏
わたなべ   たかひろ
高崎市下斉田町
☎070-3784-9871

高崎市議会副議長

後藤 彰
ごとう   あきら
高崎市乗附町1563-27
☎027-328-5100

新風会所属議員一覧　～市政に関するご相談はお近くの議員まで～

高崎市議会 新風会高崎市議会 新風会
〒370-8501
群馬県高崎市高松町35番地1
〒370-8501
群馬県高崎市高松町35番地1
新風会ホームページ

https://shinpukai.com/https://shinpukai.com/

熊
ベ
ル
寄
贈
を
受
け
た
熊
出
没
対
策
の
強
化

踏
切
事
故
を
受
け
た
安
全
対
策
の
進
捗
に
つ
い
て

沖
縄「
群
馬
之
塔
」慰
霊
参
拝
事
業
に
参
列
し
て

高
崎
市
熊
対
策

　

全
国
的
に
熊
に
よ
る
被
害
が
多
発

し
て
お
り
、市
民
の
安
心
安
全
な
生

活
が
脅
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
も
本
市
で
は
、さ
ま
ざ
ま
な
熊
対

策
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、こ
の
度
、

さ
ら
な
る
対
策
と
し
て
新
た
に
２
つ

の
取
り
組
み
を
開
始
し
ま
す
。

　

１
つ
目
は
、熊
出
没
情
報
の
一
元

化
を
図
る
た
め
、専
用
ダ
イ
ヤ
ル「
高

崎
市
ク
マ
出
没
Ｓ
Ｏ
Ｓ
緊
急
ダ
イ
ヤ

ル
」を
開
設
し
ま
す
。
こ
の
ダ
イ
ヤ
ル

に
よ
り
、熊
出
没
時
の
対
応
を
迅
速

に
実
施
し
ま
す
。
熊
を
見
か
け
た

方
は
緊
急
ダ
イ
ヤ
ル
へ
通
報
し
て
く

だ
さ
い
。

　

２
つ
目
は
、ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た

熊
対
策
で
す
。
赤
外
線
カ
メ
ラ
搭
載

ド
ロ
ー
ン
で
目
撃
情
報
周
辺
を
調
査

す
る
こ
と
で
、生
息
状
況
を
確
認
し

ま
す
。
ま
た
、出
没
が
増
え
る
春
か

ら
夏
に
か
け
て
、ス
ピ
ー
カ
ー
搭
載
ド

ロ
ー
ン
に
よ
る
追
い
払
い
に
つ
い
て
も

研
究
を
進
め
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
本
市
で
は
、市
民
の

安
全
を
最
優
先
に
考
慮
し
て
、関
係

機
関
と
連
携
し
な
が
ら
熊
対
策
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

過
日
、第
57
回
沖
縄
「
群
馬
之
塔
」

慰
霊
参
拝
事
業
が
執
り
行
わ
れ
、新
風

会
所
属
で
あ
る
高
崎
市
議
会
の
根
岸

赴
夫
議
長
が
、群
馬
県
市
議
会
議
長

会
会
長
と
し
て
参
列
し
ま
し
た
。
本

事
業
は
、沖
縄
戦
を
は
じ
め
と
す
る
戦

禍
に
よ
り
尊
い
命
を
落
と
さ
れ
た
群
馬

県
出
身
の
戦
没
者
を
慰
霊
す
る
と
と

も
に
、恒
久
平
和
を
祈
念
す
る
大
切
な

取
り
組
み
で
す
。

　

沖
縄
戦
は
、大
東
亜
戦
争
末
期
に
沖

縄
本
島
お
よ
び
周
辺
離
島
に
お
い
て
、

約
90
日
に
わ
た
り
展
開
さ
れ
た
日
米

両
軍
に
よ
る
最
後
の
大
規
模
な
戦
闘
で

し
た
。
そ
の
戦
場
と
な
っ
た
地
に
、沖

縄
や
南
方
諸
地
域
等
で
戦
死
さ
れ
た

群
馬
県
出
身
者
を
慰
霊
し
、世
界
平

和
を
祈
念
す
る
た
め
、「
群
馬
之
塔
」は

昭
和
37
年
に
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
沖

縄
本
島
最
南
端
の
平
和
記
念
公
園
内

に
あ
る
「
群
馬
之
塔
」。
こ
れ
ま
で
、こ

の
場
所
に
群
馬
県
出
身
者
の
慰
霊
碑

が
あ
る
こ
と
を
知
ら
ず
に
い
た
こ
と
に
、

恥
ず
か
し
さ
と
と
も
に
、戦
争
で
尊
い

命
を
失
わ
れ
た
英
霊
に
対
し
て
申
し
訳

な
い
思
い
を
抱
き
ま
し
た
。
若
く
し
て

犠
牲
と
な
ら
れ
た
多
く
の
御
霊
が
こ
の

地
に
眠
っ
て
い
る
こ
と
を
思
う
と
、胸
に

迫
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
古
く
か
ら

交
通
の
要
衝
と
し
て
発
展
し
て
き
た
高

崎
市
は
、近
年
で
は
高
崎
駅
を
中
心
に
、

高
崎
芸
術
劇
場
や
高
崎
ア
リ
ー
ナ
、Ｇ

メ
ッ
セ
群
馬
な
ど
の
大
型
施
設
が
整
備

さ
れ
、さ
ら
な
る
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま

す
。
戦
争
と
い
う
過
酷
な
時
代
を
生

き
た
当
時
の
人
々
が
、現
在
の
高
崎
の

姿
を
想
像
で
き
た
で
し
ょ
う
か
。
私
た

ち
が
享
受
し
て
い
る
平
穏
な
日
常
は
、

英
霊
の
尊
い
犠
牲
の
上
に
成
り
立
っ
て
い

る
こ
と
を
、決
し
て
忘
れ
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
戦
後
80
年
が
経
過
し
、戦
争
体

験
者
が
年
々
減
少
す
る
中
、今
回
の
慰

霊
参
拝
は
、過
去
の
過
ち
を
二
度
と
繰

り
返
さ
な
い
と
い
う
決
意
を
改
め
て
胸

に
刻
む
、貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

新
風
会
と
し
て
も
、平
和
の
尊
さ
を
心

に
刻
み
、次
代
へ
と
確
か
に
引
き
継
い
で

い
く
責
任
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

令
和
６
年
４
月
に
、高
崎
市
内
の
踏

切
で
発
生
し
た
痛
ま
し
い
事
故
を
受
け
、

高
崎
市
で
は
警
報
機
や
遮
断
機
の
な
い

第
四
種
踏
切
に
つ
い
て
「
原
則
廃
止
」の

方
針
を
示
し
、７
年
度
か
ら
５
カ
年
計

画
で
第
四
種
踏
切
の
解
消
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
先
行
し
て

６
年
度
に
は
、利
用
実
態
が
少
な
く
地

域
の
理
解
を
得
ら
れ
た
金
比
羅
様
踏

切
（
新
後
閑
町
）
と
磯
部
踏
切
（
山
名

町
）
が
閉
鎖
さ
れ
ま
し
た
。
７
年
度
は

踏
切
の
第
一
種
化
が
本
格
的
に
進
み
、

11
月
14
日
に
山
名
踏
切（
山
名
町
）、12

月
19
日
に
天
水
踏
切
（
吉
井
町
小
暮
）

で
警
報
機
と
遮
断
機
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
残
る
馬
庭
東
踏
切（
吉
井
町
馬

庭
）
と
吉
井
川
踏
切
（
吉
井
町
下
長

根
）に
つ
い
て
も
、７
年
度
内
の
第
一
種

化
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
の
方

針
が
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
第
四
種
踏

切
は
、市
内
に
15
カ
所
残
っ
て
い
ま
す
。

新
風
会
と
し
て
も
、市
民
の
安
全
を
最

優
先
に
、対
策
が
着
実
に
進
む
よ
う
引

き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

12
月
22
日
、烏
川
流
域
森

林
組
合
よ
り
設
置
式
熊
ベ
ル

（
10
個
）
が
本
市
に
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。
熊
ベ
ル
に
は
「
森

の
ク
マ
さ
ん
に
鈴
を
鳴
ら
し

て
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
」
と
記

さ
れ
て
お
り
、鈴
を
鳴
ら
す

こ
と
で
、熊
に
対
し
て
「
こ
こ

は
出
没
区
域
で
は
な
い
」
こ

と
を
知
ら
せ
る
役
割
を
果
た

し
ま
す
。
熊
出
没
の
要
因
と

し
て
は
、奥
山
で
の
食
料
不

足
が
挙
げ
ら
れ
、熊
は
放
置

さ
れ
た
食
べ
物
（
堅
果
類
・

柿
）
や
、安
心
し
て
身
を
隠
せ

る
手
入
れ
の
行
き
届
い
て
い

な
い
藪
、河
川
な
ど
の
コ
リ

ド
ー（
緑
の
回
廊
）を
経
由
し

て
、人
家
周
辺
に
も
出
没
し

て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

熊
は
24
時
間
活
動
し
、聴

力
は
高
音
が
聞
き
取
り
や
す

く
、嗅
覚
は
犬
の
約
６
倍
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
回

寄
贈
さ
れ
た
熊
ベ
ル
は
、自

然
歩
道
や
登
山
道
の
入
口
な

ど
に
設
置
さ
れ
る
予
定
で
あ

り
、熊
と
の
不
意
の
遭
遇
に

よ
る
被
害
軽
減
の
一
助
と
な

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

土日祝日を含む
24時間対応027-395-9090

ク　マ　ク　マ
高崎市クマ出没SOS緊急ダイヤル


